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インターバンクの声 （2016 年 1 月 4 日） 
 

新年明けましておめでとうございます。 

昨年末から年始にかけてのカレンダーが少々意地悪で、金融関係に携わる

方々も大晦日と正月三が日の四日間の休日で、直ぐに普段通りの生活が始ま

っている。個人投資家の方々にとっては、例年だと海外市場が開く２日から

新年の初取引が可能なのだが、今年は２日と３日が週末と重なったため、イ

ンタ―バンクも個人の方々の取引も４日からの同時スタートとなった。大晦

日３１日の海外市場を追いかけていた方々は既に御承知の通り、ちょうど日

本時間で新年入りした頃にドル円が１２０円割れ寸前のレベルまで円買い・

ドル売りが進んだ。１２月のシカゴ購買部協会景気指数の悪化がドルを売り

始めるきっかけになったようだが、少し前に発表されていた新規失業保険申

請件数の増加なども伏線となっていたのだろう。相場も薄かったはずで、あ

わよくば相場をさらに引き下げて１２０円割れ相場の定着を狙った連中の仕

掛けだったかも知れないが、１２０円でのドル買い圧力を感じたのか大晦日

の攻防は一旦終了している。ただ、今週末は早速、米雇用統計の発表も予定

されており、年末数日間のような静かな相場とは違った一週間になりそうだ。 
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